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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　受信したデジタル放送の番組において、メタ情報を付加する対象となる対象番組の一部
であるトピックに、前記対象番組以外の番組に予め付加されているテキスト及びマルチメ
ディアデータを用いて、当該トピックと関連する前記メタ情報を付加するメタ情報付加装
置であって、
　前記デジタル放送の番組を受信する受信手段と、
　この受信手段で受信したデジタル放送の番組を蓄積する蓄積手段と、
　この蓄積手段に蓄積されている前記対象番組以外の番組に予め付加されている前記テキ
ストと、前記対象番組の字幕テキストとのマッチングを行って、このマッチングした結果
が、前記対象番組と前記対象番組以外の番組との類似性について予め設定した類似度の基
準を超えた場合に、前記対象番組以外の番組に予め付加されている前記テキスト及びマル
チメディアデータの一部又は全部を出力するマッチング手段と、
　このマッチング手段で出力された前記テキスト及びマルチメディアデータの一部又は全
部を、前記メタ情報として抽出して、前記対象番組の対応する前記トピックに付加するメ
タ情報付加手段と、
　を備えることを特徴とするメタ情報付加装置。
【請求項２】
　受信したデジタル放送の番組の一部であるトピックに、このトピックと関連するメタ情
報を付加するメタ情報付加装置であって、
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　前記デジタル放送の番組を受信する受信手段と、
　データ放送コンテンツを受信するデータ放送コンテンツ受信手段と、
　このデータ放送コンテンツ受信手段で受信したデータ放送コンテンツを蓄積するデータ
放送コンテンツ蓄積手段と、
　このデータ放送コンテンツ蓄積手段に蓄積されたデータ放送コンテンツに含まれるテキ
ストと、前記受信手段で受信されたデジタル放送の番組の字幕テキストとのマッチングを
行って、このマッチングした結果が、前記番組と前記データ放送コンテンツとの類似性に
ついて予め設定した類似度の基準を超えた場合に、前記データ放送コンテンツに含まれる
前記テキストの一部又は全部を出力するマッチング手段と、
　このマッチング手段で出力された前記テキストの一部又は全部を、前記メタ情報として
抽出して、前記デジタル放送の番組の対応する前記トピックに付加するメタ情報付加手段
と、
　を備えることを特徴とするメタ情報付加装置。
【請求項３】
　前記マッチング手段でマッチングした結果、前記デジタル放送の番組に対応したデータ
放送コンテンツに含まれる前記テキストの中で、予め設定した箇所に記述されているテキ
ストを、当該データ放送コンテンツのタイトルとして抽出するタイトル取得手段と、
　このタイトル取得手段で抽出したタイトルを、前記デジタル放送の番組のトピックに付
加したメタ情報の１つとして表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする請求項２に記載のメタ情報付加装置。
【請求項４】
　前記表示手段により前記デジタル放送の番組のトピックを表示中に、予め設定された操
作信号を取得する操作信号取得手段と、
　この操作信号取得手段で操作信号を取得した場合に、当該デジタル放送の番組に関連す
るデータ放送コンテンツを、前記データ放送コンテンツ蓄積手段から読み出して、前記表
示手段に表示する制御手段と、
　を備えることを特徴とする請求項３に記載のメタ情報付加装置。
【請求項５】
　前記データ放送コンテンツの各項目について、少なくとも政治、経済、社会、国際、ス
ポーツのいずれか一つを含むジャンル分け情報を取得するジャンル分け情報取得手段と、
　このジャンル分け情報取得手段で取得したジャンル分け情報に従って、前記デジタル放
送の番組のトピックを分類するトピック分類手段と、
　を備えることを特徴とする請求項２から４のいずれか一項に記載のメタ情報付加装置。
【請求項６】
　前記メタ情報付加手段で付加したメタ情報に基づいて、前記デジタル放送の番組のトピ
ックを検索するトピック検索手段を備えることを特徴とする請求項２から５のいずれか一
項に記載のメタ情報付加装置。
【請求項７】
　受信したデジタル放送の番組の一部であるトピックに、このトピックと関連するメタ情
報を付加するメタ情報付加装置であって、
　前記デジタル放送の番組を受信する受信手段と、
　ネットワーク上のネットワークコンテンツを取得するネットワークコンテンツ取得手段
と、
　このネットワークコンテンツ取得手段で取得されたネットワークコンテンツに含まれる
テキストと、前記受信手段で受信されたデジタル放送の番組の字幕テキストとのマッチン
グを行って、このマッチングした結果が、前記番組と前記ネットワークコンテンツとの類
似性について予め設定した類似度の基準を超えた場合に、前記ネットワークコンテンツに
含まれる前記テキスト及び付加されているマルチメディアデータの一部又は全部を出力す
るマッチング手段と、
　このマッチング手段で出力された前記テキスト及びマルチメディアデータの一部又は全
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部を、前記メタ情報として抽出して、前記デジタル放送の番組の対応する前記トピックに
付加するメタ情報付加手段と、
　を備えることを特徴とするメタ情報付加装置。
【請求項８】
　前記ネットワークコンテンツの各項目について、少なくとも政治、経済、社会、国際、
スポーツのいずれか一つを含むジャンル分け情報を取得するジャンル分け情報取得手段と
、
　このジャンル分け情報取得手段で取得したジャンル分け情報に従って、前記デジタル放
送の番組のトピックを分類するトピック分類手段と、
　を備えることを特徴とする請求項７に記載のメタ情報付加装置。
【請求項９】
　前記デジタル放送の番組に対応したネットワークコンテンツに関連する関連項目を取得
する関連項目取得手段と、
　この関連項目取得手段で取得した関連項目を、前記デジタル放送の番組のトピックに付
加したメタ情報の１つとして表示する表示手段と、
　を備えることを特徴とする請求項７又は８に記載のメタ情報付加装置。
【請求項１０】
　前記メタ情報付加手段で付加したメタ情報に基づいて、前記デジタル放送の番組のトピ
ックを検索するトピック検索手段を備えることを特徴とする請求項７から９のいずれか一
項に記載のメタ情報付加装置。
【請求項１１】
　受信したデジタル放送の番組の一部であるトピックに、このトピックと関連するメタ情
報を付加するために、データ放送コンテンツを蓄積するデータ放送コンテンツ蓄積手段を
備えたコンピュータを、
　前記デジタル放送の番組を受信する受信手段、
　データ放送コンテンツを受信するデータ放送コンテンツ受信手段、
　前記データ放送コンテンツ蓄積手段に蓄積されたデータ放送コンテンツに含まれるテキ
ストと、前記受信手段で受信されたデジタル放送の番組の字幕テキストとのマッチングを
行って、このマッチングした結果が、前記番組と前記データ放送コンテンツとの類似性に
ついて予め設定した類似度の基準を超えた場合に、前記データ放送コンテンツに含まれる
前記テキストの一部又は全部を出力するマッチング手段、
　このマッチング手段で出力された前記テキストの一部又は全部を、前記メタ情報として
抽出して、前記デジタル放送の番組の対応する前記トピックに付加するメタ情報付加手段
、
　として機能させることを特徴とするメタ情報付加プログラム。
【請求項１２】
　受信したデジタル放送の番組の一部であるトピックに、このトピックと関連するメタ情
報を付加するために、コンピュータを、
　前記デジタル放送の番組を受信する受信手段、
　ネットワーク上のネットワークコンテンツを取得するネットワークコンテンツ取得手段
、
　このネットワークコンテンツ取得手段で取得されたネットワークコンテンツに含まれる
テキストと、前記受信手段で受信されたデジタル放送の番組の字幕テキストとのマッチン
グを行って、このマッチングした結果が、前記番組と前記ネットワークコンテンツとの類
似性について予め設定した類似度の基準を超えた場合に、前記ネットワークコンテンツに
含まれる前記テキスト及び付加されているマルチメディアデータの一部又は全部を出力す
るマッチング手段、
　このマッチング手段で出力された前記テキスト及びマルチメディアデータの一部又は全
部を、前記メタ情報として抽出して、前記デジタル放送の番組の対応する前記トピックに
付加するメタ情報付加手段、
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　として機能させることを特徴とするメタ情報付加プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタル放送の番組にメタ情報を付加するメタ情報付加装置及びメタ情報付
加プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、データ放送により、放送されているコンテンツ（データ放送コンテンツ）には、
常時最新の様々な情報が掲載されている。この様々な情報には、政治経済等のニュース、
スポーツ情報、生活情報等、多岐のジャンルに亘るものが含まれている。そして、このよ
うな多岐のジャンルに亘るデータ放送コンテンツから必要な最新の情報を見つけ出すこと
は、当該データ放送コンテンツを視聴する視聴者にとって困難な場合が多い。
【０００３】
　これは、時期（季節、時間帯）によって放送されるデータ放送コンテンツが異なってい
るにも拘わらず、一般のテレビ番組（アナログ放送、デジタル放送等）の番組表のように
、データ放送コンテンツの番組表に該当する編成表が新聞雑誌等のラテ欄に記載されてい
なかったり、ＥＰＧに掲載されていなかったりするためである。
【０００４】
　また、データ放送コンテンツを視聴する視聴者にとって、データ放送コンテンツが受信
可能な本体装置の操作や付属のリモコンの操作がまだ一般的ではなく、例えば、リモコン
に備えられている「ｄ」ボタンを押下すれば、デジタル放送の番組を視聴中にデータ放送
コンテンツを表示できることや、上下左右ボタンによりフォーカスを移動できることや、
青赤緑黄の色ボタンも使用できることなどが、高齢者の世代に限らず年齢の若い世代の視
聴者にも一般的に知られていない。
【０００５】
　さらに、データ放送コンテンツは、当該コンテンツの階層構造が複雑な上、ネットワー
ク上で存在するネットワークコンテンツでは一般的になっているサイトマップに相当する
ものがないため、目的のデータ放送コンテンツに辿り着けないケースが多々ある。例えば
、データ放送コンテンツにおいて、地域のイベントに関する情報を得るために「くらしガ
イド」→「行楽情報」→「東京の行楽情報」→「○○まつり」と辿る必要がある場合、メ
ニューの文字情報のみで目的の情報まで迷わず辿り着くのは困難であり、色ボタンでしか
遷移できないデータ放送コンテンツもあるため、色ボタンの使い方を知らない視聴者にと
っては、目的の情報まで全く辿り着けないこととなる。
【０００６】
　さらにまた、データ放送コンテンツは、ネットワーク上で存在するネットワークコンテ
ンツを閲覧する場合のように、一旦閲覧したネットワークコンテンツのアドレスが保持さ
れるキャッシュ機能がないため、一旦視聴した後再度視聴しようとした場合、当該データ
放送コンテンツが更新されてしまうと二度と視聴できない場合がある。
【０００７】
　ところで、一般のテレビ番組、例えば、ニュース番組は、国会の模様、株式、野球結果
、天気予報等の複数のニューストピックによって構成されている。これらのニューストピ
ックは、映像、音声、字幕から構成されているものの、今のところ、これら以外に当該ニ
ューストピックの内容を表現した情報は付加されていない。ニュース番組の複数のニュー
ストピックに、当該ニューストピックの内容を表現した情報を付加するのは、ニュース番
組を蓄積した後で、ニュース番組単位ではなく、ニューストピックごとに参照したり、検
索したりするためである。
【０００８】
　そして、ニューストピックの中でも、ニュース番組の冒頭で取り扱われたり、最も多く
の時間を要して取り扱われたりするトップニュースや特集の情報については、ＥＰＧに掲
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載されている場合もあるが、基本的にニュース番組は生放送であるため、実際に放送され
る段階で変更される可能性もある。
【０００９】
　そこで、各ニューストピックを管理するためのメタ情報を自動的に作成するために、例
えば、画像認識、音声認識、文字認識等の認識技術を利用して、当該ニューストピックの
内容を解析する解析技術が多数開発されている（例えば、非特許文献１参照）。
【００１０】
　また、ニュース番組放送後に、各ニューストピックを分類する分類技術も開発されてい
る（例えば、非特許文献２参照）。この非特許文献２に開示されている分類技術は、個々
の事象に沿って、ニューストピックを分類するものである。ここで、図１２を参照して、
このニューストピックの分類について説明する。
【００１１】
　図１２に示すように、カテゴリＡとカテゴリＢとはそれぞれ異なる事象に関するニュー
ストピックを分類したものである。そして、新しいニューストピックを分類する場合、各
カテゴリにおける最新のニューストピックとのみ比較し、類似しているニューストピック
の属するカテゴリに分類している。
【非特許文献１】電子情報通信学会　パターン認識・メディア理解研究会（ＰＲＭＵ）　
「ニュース映像中の記事に対する音声・文字・映像を用いた索引付けと分類」　有木康雄
、杉山善明、石川則之、寺西俊裕、櫻井光雄（１９９６年）
【非特許文献２】情報処理学会論文誌：データベース（ＴＯＤ）　「マルチチャンネル型
ニュース配信システムのための時系列クラスタリング」　角谷和俊、松本好市、高橋美乃
梨、上原邦昭（２００２年）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　しかしながら、従来の解析技術では、認識技術自体の認識精度が低く、ニュース番組の
各ニューストピックから何らかの情報を解析するための計算コストが高いという問題があ
る。
【００１３】
　例えば、ニュース番組を画像認識して、スーパーを抽出しようとした場合、当該スーパ
ーは画像上の様々な位置に付され、しかも、多様なフォントで表記されているため、正確
に抽出するのは困難である。
【００１４】
　そして、ニュース番組を視聴中に、ニューストピックについて関連情報や補足情報を、
データ放送コンテンツを参照して得ようとする場合、実際に視聴者自身でデータ放送コン
テンツの中で関連するものを検索する必要があるが、データ放送コンテンツでは掲載でき
るトピック数が限定されており、必ずしも視聴者が必要としているタイミングに必要な関
連情報や補足情報を放送しているとは限らないので、得られない場合が多くなる。
【００１５】
　また、従来の分類技術では、あるニューストピックが、最新のニューストピック以外と
類似している場合もあるため、カテゴリに１つでも誤ったニューストピックが分類される
と、以降の分類が全て誤ってしまうという問題がある。
【００１６】
　さらに、従来の分類技術では、認識技術を基盤としたものであり、認識した結果得られ
た単語（キーワード）をベースとして分類しているので、分類の枠組みが大きくなってし
まう、すなわち、分類されるべきニューストピックが分類されずにニューストピック全体
を分類した際の分類数が減ってしまうという問題がある。分類の枠組みが大きくなってし
まう場合とは、例えば、スーパーやテロップに含まれるタイトルや重要なフレーズを画像
認識により得ると、抽出できるのは代表的な単語のみであり、「渋谷」、「殺人」、「裁
判」、「控訴」等の単語が抽出された場合、どのような殺人事件のことか判別できないた
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め、「殺人事件」や「裁判」といったカテゴリに分類することができるが、それぞれの事
件に細かく分けることが困難な場合である。つまり、女子大生が渋谷で殺害された事件を
取り扱ったニューストピックと、浮浪者が渋谷で殺害された事件を取り扱ったニュースト
ピックとについて、これらのニューストピックの字幕を画像認識した結果「渋谷」と「殺
人事件」しか認識できなかった場合に、これらのニューストピックは、本来２つに分類さ
れるべきところ（例えば、渋谷女子大生殺人事件、渋谷浮浪者殺人事件）、１つの同じ分
類（例えば、殺人事件）に含まれてしまうことになり、分類の枠組みが大きくなって、つ
まり、分類数が２つから１つに減ってしまって区別のつかないことが起こりうる。
【００１７】
　そこで、本発明では、前記した問題を解決し、計算コストを抑え、ニューストピックを
誤り無く、細かく分類することができるメタ情報付加装置及びメタ情報付加プログラムを
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　前記課題を解決するため、請求項１に記載のメタ情報付加装置は、受信したデジタル放
送の番組において、メタ情報を付加する対象となる対象番組の一部であるトピックに、対
象番組以外の番組に予め付加されているテキスト及びマルチメディアデータを用いて、当
該トピックと関連するメタ情報を付加するメタ情報付加装置であって、受信手段と、蓄積
手段と、マッチング手段と、メタ情報付加手段と、を備える構成とした。
【００１９】
　かかる構成によれば、メタ情報付加装置は、受信手段によって、デジタル放送の番組を
受信する。続いて、メタ情報付加装置は、蓄積手段に受信手段で受信したデジタル放送の
番組を蓄積する。そして、メタ情報付加装置は、マッチング手段によって、蓄積手段に蓄
積されている対象番組以外の番組に予め付加されているテキストと、対象番組の字幕テキ
ストとのマッチングを行って、このマッチングした結果が、対象番組と対象番組以外の番
組との類似性について予め設定した類似度の基準を超えた場合に、対象番組以外の番組に
予め付加されているテキスト及びマルチメディアデータの一部又は全部を出力する。そし
て、メタ情報付加装置は、メタ情報付加手段によって、マッチング手段で出力されたテキ
スト及びマルチメディアデータの一部又は全部を、メタ情報として抽出して、対象番組の
対応するトピックに付加する。
【００２０】
　請求項２に記載のメタ情報付加装置は、受信したデジタル放送の番組の一部であるトピ
ックに、このトピックと関連するメタ情報を付加するメタ情報付加装置であって、受信手
段と、データ放送コンテンツ受信手段と、データ放送コンテンツ蓄積手段と、マッチング
手段と、メタ情報付加手段と、を備える構成とした。
【００２１】
　かかる構成によれば、メタ情報付加装置は、受信手段によって、デジタル放送の番組を
受信する。続いて、メタ情報付加装置は、データ放送コンテンツ受信手段によって、デー
タ放送コンテンツを受信し、データ放送コンテンツ蓄積手段に、受信したデータ放送コン
テンツを蓄積する。そして、メタ情報付加装置は、マッチング手段によって、データ放送
コンテンツ蓄積手段に蓄積されたデータ放送コンテンツに含まれるテキストと、受信手段
で受信されたデジタル放送の番組の字幕テキストとのマッチングを行って、このマッチン
グした結果が、番組とデータ放送コンテンツとの類似性について予め設定した類似度の基
準を超えた場合に、データ放送コンテンツに含まれる前記テキストの一部又は全部を出力
する。そして、メタ情報付加装置は、メタ情報付加手段によって、マッチング手段で出力
されたテキストの一部又は全部を、メタ情報として抽出して、デジタル放送の番組の対応
するトピックに付加する。
【００２２】
　請求項３に記載のメタ情報付加装置は、請求項２に記載のメタ情報付加装置において、
タイトル取得手段と、表示手段と、を備えることを特徴とする。
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【００２３】
　かかる構成によれば、メタ情報付加装置は、タイトル取得手段によって、マッチング手
段でマッチングした結果、デジタル放送の番組に対応したデータ放送コンテンツに含まれ
るテキストの中で、予め設定した箇所に記述されているテキストを、当該データ放送コン
テンツのタイトルとして抽出する。そして、メタ情報付加装置は、表示手段によって、タ
イトル取得手段で抽出したタイトルを、デジタル放送の番組のトピックに付加したメタ情
報の１つとして表示する。
【００２４】
　請求項４に記載のメタ情報付加装置は、請求項３に記載のメタ情報付加装置において、
操作信号取得手段と、制御手段と、を備えることを特徴とする。
【００２５】
　かかる構成によれば、メタ情報付加装置は、操作信号取得手段によって、表示手段によ
りデジタル放送の番組のトピックを表示中に、予め設定された操作信号を取得する。そし
て、メタ情報付加装置は、制御手段によって、操作信号取得手段で操作信号を取得した場
合に、当該デジタル放送の番組に関連するデータ放送コンテンツを、データ放送コンテン
ツ蓄積手段から読み出して、表示手段に表示する。
【００２６】
　請求項５に記載のメタ情報付加装置は、請求項２から４のいずれか一項に記載のメタ情
報付加装置において、ジャンル分け情報取得手段と、トピック分類手段と、を備えること
を特徴とする。
【００２７】
　かかる構成によれば、メタ情報付加装置は、ジャンル分け情報取得手段によって、デー
タ放送コンテンツの各項目について、少なくとも政治、経済、社会、国際、スポーツのい
ずれか一つを含むジャンル分け情報を取得する。そして、メタ情報付加装置は、トピック
分類手段によって、ジャンル分け情報取得手段で取得したジャンル分け情報に従って、デ
ジタル放送の番組のトピックを分類する。
【００２８】
　請求項６に記載のメタ情報付加装置は、請求項２から５のいずれか一項に記載のメタ情
報付加装置において、トピック検索手段を備えることを特徴とする。
【００２９】
　かかる構成によれば、メタ情報付加装置は、トピック検索手段によって、メタ情報付加
手段で付加したメタ情報に基づいて、デジタル放送の番組のトピックを検索する。
【００３０】
　請求項７に記載のメタ情報付加装置は、受信したデジタル放送の番組の一部であるトピ
ックに、このトピックと関連するメタ情報を付加するメタ情報付加装置であって、受信手
段と、ネットワークコンテンツ取得手段と、マッチング手段と、メタ情報付加手段と、を
備える構成とした。
【００３１】
　かかる構成によれば、メタ情報付加装置は、受信手段によって、デジタル放送の番組を
受信する。続いて、メタ情報付加装置は、ネットワークコンテンツ取得手段によって、ネ
ットワーク上のネットワークコンテンツを取得する。続いて、メタ情報付加装置は、マッ
チング手段によって、ネットワークコンテンツ取得手段で取得されたネットワークコンテ
ンツに含まれるテキストと、受信手段で受信されたデジタル放送の番組の字幕テキストと
のマッチングを行って、このマッチングした結果が、番組とネットワークコンテンツとの
類似性について予め設定した類似度の基準を超えた場合に、ネットワークコンテンツに含
まれるテキスト及び付加されているマルチメディアデータの一部又は全部を出力する。そ
して、メタ情報付加装置は、メタ情報付加手段によって、マッチング手段で出力されたテ
キスト及びマルチメディアデータの一部又は全部を、メタ情報として抽出して、デジタル
放送の番組の対応するトピックに付加する。
【００３２】
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　請求項８に記載のメタ情報付加装置は、請求項７に記載のメタ情報付加装置において、
ジャンル分け情報取得手段と、トピック分類手段と、を備えること特徴とする。
【００３３】
　かかる構成によれば、メタ情報付加装置は、ジャンル分け情報取得手段によって、ネッ
トワークコンテンツの各項目について、少なくとも政治、経済、社会、国際、スポーツの
いずれか一つを含むジャンル分け情報を取得する。そして、メタ情報付加装置は、トピッ
ク分類手段によって、ジャンル分け情報取得手段で取得したジャンル分け情報に従って、
前記デジタル放送の番組のトピックを分類する。
【００３４】
　請求項９に記載のメタ情報付加装置は、請求項７又は８に記載のメタ情報付加装置にお
いて、関連項目取得手段と、表示手段と、を備えることを特徴とする。
【００３５】
　かかる構成によれば、メタ情報付加装置は、関連項目取得手段によって、デジタル放送
の番組に対応したネットワークコンテンツに関連する関連項目を取得する。そして、メタ
情報付加装置は、表示手段によって、関連項目取得手段で取得した関連項目を、デジタル
放送の番組のトピックに付加してメタ情報の１つとして表示する。
【００３６】
　請求項１０に記載のメタ情報付加装置は、請求項７から９のいずれか一項に記載のメタ
情報付加装置において、トピック検索手段を備えることを特徴とする。
【００３７】
　かかる構成によれば、メタ情報付加装置は、トピック検索手段によって、メタ情報付加
手段で付加したメタ情報に基づいて、デジタル放送の番組のトピックを検索する。
【００３８】
　請求項１１に記載のメタ情報付加プログラムは、受信したデジタル放送の番組の一部で
あるトピックに、このトピックと関連するメタ情報を付加するために、データ放送コンテ
ンツを蓄積するデータ放送コンテンツ蓄積手段を備えたコンピュータを、受信手段、デー
タ放送コンテンツ受信手段、マッチング手段、メタ情報付加手段、として機能させる構成
とした。
【００３９】
　かかる構成によれば、メタ情報付加プログラムは、受信手段によって、デジタル放送の
番組を受信し、データ放送コンテンツ受信手段によって、データ放送コンテンツを受信す
る。そして、メタ情報付加プログラムは、マッチング手段によって、データ放送コンテン
ツ蓄積手段に蓄積されたデータ放送コンテンツに含まれるテキストと、受信手段で受信さ
れたデジタル放送の番組の字幕テキストとのマッチングを行って、このマッチングした結
果が、番組とデータ放送コンテンツとの類似性について予め設定した類似度の基準を超え
た場合に、データ放送コンテンツに含まれるテキストの一部又は全部を出力し、メタ情報
付加手段によって、マッチング手段で出力されたテキストの一部又は全部を、メタ情報と
して抽出して、デジタル放送の番組の対応するトピックに付加する。
【００４０】
　請求項１２に記載のメタ情報付加プログラムは、 受信したデジタル放送の番組の一部
であるトピックに、このトピックと関連するメタ情報を付加するために、コンピュータを
、受信手段、ネットワークコンテンツ取得手段、マッチング手段、メタ情報付加手段、と
して機能させる構成とした。
【００４１】
　かかる構成によれば、メタ情報付加プログラムは、受信手段によって、デジタル放送の
番組を受信し、ネットワークコンテンツ取得手段によって、ネットワーク上のネットワー
クコンテンツを取得する。また、メタ情報付加プログラムは、マッチング手段によって、
ネットワークコンテンツ取得手段で取得されたネットワークコンテンツに含まれるテキス
トと、受信手段で受信されたデジタル放送の番組の字幕テキストとのマッチングを行って
、このマッチングした結果が、番組とネットワークコンテンツとの類似性について予め設
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定した類似度の基準を超えた場合に、ネットワークコンテンツに含まれるテキスト及び付
加されているマルチメディアデータの一部又は全部を出力する。そして、メタ情報付加プ
ログラムは、メタ情報付加手段によって、マッチング手段で出力されたテキスト及びマル
チメディアデータの一部又は全部を、メタ情報として抽出して、デジタル放送の番組の対
応するトピックに付加する。
【発明の効果】
【００４２】
　請求項１に記載の発明によれば、マッチングした結果、予め類似性を設定した類似度の
基準を超えていれば、対象番組の字幕テキストと対象番組以外の番組のテキストとに何ら
かの類似性があり、さらに、このような場合、元々同じ原稿から作成されている場合が多
いので、対象番組以外の番組に予め付加されているテキスト又はマルチメディアデータの
一部又は全てを、メタ情報として対象番組のトピックデータに付加することで、計算コス
トを抑え、トピック（ニューストピック）を誤り無く、細かく分類することができる。
【００４３】
　請求項２、１１に記載の発明によれば、マッチングした結果、予め類似性を設定した類
似度の基準を超えていれば、番組のトピックとデータ放送コンテンツの各項目に記述され
ているテキストとに何らかの類似性があり、さらに、このような場合、元々同じ原稿から
作成されている場合が多いので、データ放送コンテンツの各項目に記述されているテキス
トの一部又は全てを、メタ情報として番組のトピックに付加することで、計算コストを抑
え、トピック（ニューストピック）を誤り無く、細かく分類することができる。
【００４４】
　請求項３に記載の発明によれば、データ放送コンテンツのタイトルを、トピックに付加
したメタ情報の１つとして表示することで、このタイトルを番組のトピックと共に視た視
聴者は、当該タイトルからトピック（ニューストピック）の内容を推測することができる
。
【００４５】
　請求項４に記載の発明によれば、視聴者は、番組に関連するデータ放送コンテンツを視
聴することができる。
【００４６】
　請求項５に記載の発明によれば、データ放送コンテンツの各項目をジャンル分けし、こ
のジャンル分けしたジャンル分け情報に従い、番組のトピックを分類することができる。
【００４７】
　請求項６、１０に記載の発明によれば、番組のトピックに付加したメタ情報を手がかり
にして、番組のトピック（ニューストピック）を検索することができる。
【００４８】
　請求項７、１２に記載の発明によれば、マッチングした結果、予め類似性を設定した類
似度の基準を超えていれば、番組のトピックとネットワークコンテンツの各項目に記述さ
れているテキストとに何らかの類似性があり、さらに、このような場合、元々同じ原稿か
ら作成されている場合が多いので、ネットワークコンテンツの各項目に記述されているテ
キスト又は付加されているマルチメディアデータの一部又は全てを、メタ情報として番組
のトピックに付加することで、計算コストを抑え、トピック（ニューストピック）を誤り
無く、細かく分類することができる。
【００４９】
　請求項８に記載の発明によれば、ネットワークコンテンツの各項目をジャンル分けし、
このジャンル分けしたジャンル分け情報に従い、番組のトピックを分類することができる
。
【００５０】
　請求項９に記載の発明によれば、ネットワークコンテンツに関連する関連項目を、トピ
ックに付加したメタ情報の１つとして表示することで、この関連項目を番組のトピックと
共に視た視聴者は、当該関連項目からトピック（ニューストピック）の内容を推測するこ
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とができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００５１】
　次に、本発明の実施形態について、適宜、図面を参照しながら詳細に説明する。
（メタ情報付加装置の構成）
　図１はメタ情報付加装置のブロック図である。この図１に示すように、メタ情報付加装
置１は、受信したデジタル放送の番組の一部であるトピック（以下、ニューストピックと
もいう）にメタ情報を付加するもので、デジタル放送番組受信手段（受信手段）３と、デ
ータ放送コンテンツ受信手段５と、ネットワークコンテンツ取得手段７と、デジタル放送
番組蓄積手段９と、データ放送コンテンツ蓄積手段１１と、第一マッチング手段１３と、
第二マッチング手段１５と、メタ情報付加手段１７と、表示手段１９と、制御信号取得手
段２１と、制御手段２３とを備えている。
【００５２】
　ここで、このメタ情報付加装置１がメタ情報を取得する際の概念を、図２を参照して説
明する。図２に示すように、メタ情報付加装置１では、データ放送コンテンツやＷｅｂコ
ンテンツ（ネットワークコンテンツ）のテキスト（以下、テキストデータという）を、こ
れらデータ放送コンテンツやＷｅｂコンテンツに対応する番組のニューストピックに利用
することとしている。なお、この実施形態では、データ放送コンテンツやＷｅｂコンテン
ツの各項目に記述されているテキストデータを、対応する番組のニューストピックに利用
することとしているが、デジタル放送の番組の中で、当該デジタル放送の番組の中でテキ
ストデータが付加されているもの（対象番組外の番組）があれば、この対象番組外の番組
に付加されているテキストデータを、メタ情報を付加する番組（対象番組）に用いること
もできる。これより図１に戻ってメタ情報付加装置１の各構成について説明する。
【００５３】
　デジタル放送番組受信手段３は、デジタル放送の番組を受信するものである。このデジ
タル放送番組受信手段３で受信される番組の中で、メタ情報を付加する対象となる番組は
、ニュース番組である。
【００５４】
　そして、このニュース番組には、様々なジャンルのニューストピックが含まれており、
ニューストピックごとにメタ情報が付加される。また、ジャンルには、政治、経済、社会
、スポーツ等が含まれている。
【００５５】
　データ放送コンテンツ受信手段５は、データ放送コンテンツを受信するものである。こ
のデータ放送コンテンツには様々な項目が含まれており、それぞれの項目は、一般的にデ
ジタル放送の番組と同じ情報ソース（例えば、紙面による原稿）を元に制作されている。
また、データ放送コンテンツが放送されている時間は、情報ソースが作成されてから、番
組が放送された後、所定時間経過するまでの短時間である。なお、このデータ放送コンテ
ンツ受信手段５は、常時、データ放送コンテンツを受信しており、データ放送コンテンツ
蓄積手段１１に出力している。
【００５６】
　このため、メタ情報付加装置１は、デジタル放送の番組の放送時刻を参照して、同じ情
報ソース（原稿）の文章を活用することで、当該番組のニューストピックとデータ放送コ
ンテンツの各項目との対応が容易にとれるので、デジタル放送の番組のニューストピック
に、メタ情報を付加する場合にデータ放送コンテンツを利用している。
【００５７】
　なお、データ放送コンテンツは、デジタル放送の番組とは異なり２４時間常に放送され
ており、新しい出来事が放送局側に通知されると、その出来事に応じて更新されるという
特徴を持っている。
　そして、データ放送コンテンツからは、「タイトル」、「更新時刻」、「要約」、「連
動データ」、「過去の関連情報」、「ジャンル」が取得できる。
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【００５８】
　「タイトル」は、データ放送コンテンツ内の各項目に付されたものであり、各項目のタ
イトルに該当する。通常、１つの項目が１つのニュースを表しているので、この「タイト
ル」はデジタル放送の番組に含まれるニューストピックのタイトルとほぼ一致する。
【００５９】
　「更新時刻」は、データ放送コンテンツの各項目に付され、当該データ放送コンテンツ
の項目が更新された時刻を示すものである。この「更新時刻」は、事件等が実際に発生し
た時刻に近い時刻（多少のずれはある）であり、この「更新時刻」を取得することで、ニ
ューストピックについて、時刻を用いた検索や、ニューストピックを一覧表示する際に利
用することができる。
【００６０】
　「要約」は、データ放送コンテンツのデータ量は限られているため、デジタル放送の番
組に比べ、当該番組の内容を端的に表現したものである。この「要約」を取得することで
、ニューストピックの要約文章としたり、ニューストピックの内容を検索したりする際に
利用すれば、番組に付されている字幕を直接言語解析するよりも、当該字幕よりも不必要
な単語や文章が含まれていないため、ニューストピックを検索する際の検索精度を向上さ
せることができる。
【００６１】
　「連動データ」は、データ放送コンテンツを表示中に、付属のリモコンの所定ボタン（
「ｄ」ボタン）が押下されることで、連動するデータ放送コンテンツそのものを表示する
ものである。つまり、タイトルを抽出して、当該タイトルをニューストピックのメタ情報
にするのと同様に、データ放送コンテンツ全体がトピックのメタ情報になることとなる。
【００６２】
　なお、ニューストピックに対応するデータ放送コンテンツは、ニューストピックを視聴
しているときに、必ずしもデータ放送で放送されているとは限らないので、データ放送コ
ンテンツ蓄積手段１１に蓄積されているデータ放送コンテンツ全体をメタ情報として、蓄
積しておくことで、連動データとして表示することができる。
【００６３】
　ちなみに、今のところ、視聴者は、デジタル放送の番組を視聴中に、当該番組のニュー
ストピックが表示されてから所定ボタンを押下することで、データ放送コンテンツのトッ
プ画面が表示されるので、ここから必要な項目を探し出すのに、付属のリモコンを用いて
所定の操作を繰り返さなくてはならない。
【００６４】
　「過去の関連情報」は、データ放送コンテンツが常時放送されており、事件等について
何らかの進展があるごとに時系列に沿って新たな情報が付加されていくものであるため、
当該新たな情報が付加される前の情報について説明したものである。
【００６５】
　「ジャンル」は、データ放送コンテンツの各項目が予め政治・経済・社会・スポーツに
分けられており、これら分けられたものを指している。この「ジャンル」を取得すること
で、デジタル放送の番組のニューストピックも、当該「ジャンル」に従って分類すること
ができる。
【００６６】
　ネットワークコンテンツ取得手段７は、ネットワークを介して、予め設定しておいたサ
イトにアクセスすることで、ネットワーク上に存在するネットワークコンテンツを取得す
るものである。なお、この実施形態では、予め設定しておいたサイトとは、デジタル放送
番組受信手段３で受信している番組を放送している放送局が開設しているサイトとしてい
る。また、他の放送局が開設しているサイト、新聞社等の報道機関が開設しているサイト
、ニュースを専門に取り扱っているサイトを予め設定しておいてもよい。ただし、ニュー
スを専門に取り扱っているサイトでも、デジタル放送の番組と関係のない機関が開設して
いると、当該サイトから得られたネットワークコンテンツの項目では、マッチングが適切
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にとれないこともあり得るので、番組の字幕やデータ放送コンテンツの項目から得られた
タイトルやジャンル等を参照して、例えば、ジャンルが政治だったら、政治のニュースを
専門に扱っているサイトを参照して、適宜、アクセスするサイトを変更してもよい。
【００６７】
　なお、アクセスするサイトを指定する場合、取得するタイトル、更新時刻、関連トピッ
ク等の構成や位置といったフォーマットを指定する必要がある。また、放送局以外のサイ
トにアクセスする場合、ニュースの作成時刻と類似度との閾値を厳しく設定しておくこと
で、適切なネットワークコンテンツとマッチングすることができる。
【００６８】
　デジタル放送番組蓄積手段９は、デジタル放送番組受信手段３で受信されたデジタル放
送の番組を蓄積するもので、一般的なハードディスク等によって構成されている。なお、
このデジタル放送番組蓄積手段９に蓄積するデジタル放送の番組は、この実施形態では少
なくとも１日分とし、デジタル放送番組蓄積手段９の蓄積容量が許す限り、蓄積していく
もの（可能であれば、１週間分以上）としている。なお、この蓄積容量の限界に達した場
合には、最も古いものから自動的に削除されていくように構成されている。
【００６９】
　データ放送コンテンツ蓄積手段１１は、データ放送コンテンツ受信手段５で受信された
データ放送コンテンツを蓄積するもので、一般的なハードディスク等によって構成されて
いる。なお、このデータ放送コンテンツ蓄積手段１１に蓄積するデータ放送コンテンツは
、この実施形態では少なくとも１日分とし、データ放送コンテンツ蓄積手段１１の蓄積容
量が許す限り、蓄積していくもの（可能であれば、１週間分以上）としている。なお、こ
の蓄積容量の限界に達した場合には、最も古いものから又はデジタル放送番組蓄積手段９
に蓄積されたいずれのニューストピックとも対応していないもので古いものから自動的に
削除されていくように構成されている。
【００７０】
　第一マッチング手段１３は、デジタル放送の番組の各ニューストピックを記述したテキ
ストデータと、データ放送コンテンツの各項目について記述されているテキストデータと
のマッチングを取って、このマッチングした結果が、番組とデータ放送コンテンツとの類
似性について予め設定した類似度の基準を超えた場合に、データ放送コンテンツの各項目
について記述されているテキストデータの一部又は全てをメタ情報付加手段１７に出力す
るものである。この第一マッチング手段１３では、デジタル放送の番組の各ニューストピ
ックについて、当該ニューストピックの内容が記述された字幕を用いている。
【００７１】
　この第一マッチング手段１３におけるマッチングの手法について説明する。まず、デジ
タル放送の番組の各ニューストピックの内容を表現するために、ｔｆ－ｉｄｆ手法を用い
る。このｔｆ－ｉｄｆ手法では、ｔｆ（Ｔｅｒｍ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）値と、ｉｄｆ（
Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）値とを次のように定義してい
る。
　ｔｆｉｊ＝ニューストピックｄｉ中のキーワードのｋｊの出現頻度
　ｉｄｆｊ＝ｌｏｇ（１／全ニューストピック中ｋｊを含むニューストピックの割合）＋
１
【００７２】
　次に、ｔｆ－ｉｄｆ手法では、あるにニューストピックｄｉでのキーワードｋｊの重み
を、
　ｗｉｊ＝ｔｆｉｊ×ｉｄｆｊ

とし、
　あるデータ放送コンテンツにおける項目ｒｌでのキーワードｋｊの重みを、
　ｙｌｊ＝ｔｆｌｊ×ｉｄｆｊ

とする。
【００７３】
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　そして、ｔｆ－ｉｄｆ手法では、キーワードの総数をｎとすると、ニューストピックｄ

ｉの内容ベクトルＤｉと、データ放送コンテンツの項目ｒｉの内容ベクトルＲｌを、
　Ｄｉ＝〈（ｋ１，ｗｉ１），・・・，（ｋｎ，ｗｉｎ）〉
　Ｒｌ＝〈（ｋ１，ｙｌ１），・・・，（ｋｎ，ｙｌｎ）〉
と定義する。
【００７４】
　次に、デジタル放送の番組のニューストピックに対して、当該番組が放送されるまでの
時間（データ放送コンテンツが取得された時刻とデジタル放送の番組が放送される時刻と
の時間差、放送間隔）が閾値以内（例えば、前後１日以内）のデータ放送コンテンツの各
項目の類似度をそれぞれ計算する。
【００７５】
　そして、ニューストピックｄｉとデータ放送コンテンツの項目ｒｉとの類似度を、
　Ｓｉｍｉｌａｒｉｔｙ（Ｄｉ，Ｒｌ）＝Σｋ（ｗｉｋ×ｙｌｋ）
とする。
【００７６】
　そして、第一マッチング手段１３では、以下のような方法（決定方法１～６）で、ニュ
ーストピックに対応するデータ放送コンテンツの項目を決定する。
　決定方法１は、Ｓｉｍｉｌａｒｉｔｙ（Ｄｉ，Ｒｌ）の値が最大値のデータ放送コンテ
ンツの項目を、ニューストピックに対応すること（マッチングした）とする。
【００７７】
　決定方法２は、Ｓｉｍｉｌａｒｉｔｙ（Ｄｉ，Ｒｌ）の値が閾値を超え、且つ、番組の
ニューストピックとデータ放送コンテンツの項目との放送間隔が一番短いものを、ニュー
ストピックに対応することとする。
　決定方法３は、Ｓｉｍｉｌａｒｉｔｙ（Ｄｉ，Ｒｌ）の値が閾値を超え、且つ、ニュー
ストピックｄｉとデータ放送コンテンツの項目ｒｉとの放送間隔ｔが短いものほど、大き
な値を加点したＳｉｍｉｌａｒｉｔｙ（Ｄｉ，Ｒｌ）＋１／√ｔの値が最大値のデータ放
送コンテンツの項目を、ニューストピックに対応することとする。
【００７８】
　決定方法４は、Ｓｉｍｉｌａｒｉｔｙ（Ｄｉ，Ｒｌ）の値が閾値を超え、且つ、データ
放送コンテンツの掲載時間（掲載が開始されてから終了するまでの時間）が最長のデータ
放送コンテンツの項目を、ニューストピックに対応することとする。つまり、掲載時間が
長いデータ放送コンテンツの項目は、事件等の事象に関して詳細に記された代表的な項目
、或いは、結果について記された項目であり、重要な項目であるといえる。
【００７９】
　決定方法５は、Ｓｉｍｉｌａｒｉｔｙ（Ｄｉ，Ｒｌ）の値が閾値を超え、且つ、文章長
（テキストデータのデータ量）が最長（最大）のデータ放送コンテンツの項目を、ニュー
ストピックに対応することとする。つまり、文章長が長い項目は、事件等の事象に関して
詳細に記された項目であるといえる。
【００８０】
　決定方法６は、決定方法２～５を適宜組み合わせて、ニューストピックに対応するデー
タ放送コンテンツの項目を決定する。例えば、Ｓｉｍｉｌａｒｉｔｙ（Ｄｉ，Ｒｌ）の値
が閾値を超え、且つ、放送間隔が閾値よりも短く、且つ、文章長が最長のデータ放送コン
テンツの項目を、ニューストピックに対応することとする。
【００８１】
　第一マッチング手段１３では、以上のような方法により、ニューストピックとデータ放
送コンテンツの項目とのマッチングを行っている。
【００８２】
　第二マッチング手段１５は、デジタル放送の番組の各ニューストピックを記述したテキ
ストデータと、ネットワークコンテンツの各項目について記述されているテキストデータ
とのマッチングを取って、このマッチングした結果が、番組とネットワークコンテンツと
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の類似性について予め設定した類似度の基準を超えた場合に、ネットワークコンテンツの
各項目について記述されているテキストデータの一部又は全てをメタ情報付加手段１７に
出力するものである。
【００８３】
　なお、具体的なマッチングの取り方は、第一マッチング手段１３における手法とほぼ同
様であるので説明を省略するが、７つ目の決定方法があり、この決定方法７は、Ｓｉｍｉ
ｌａｒｉｔｙ（Ｄｉ，Ｒｌ）の値が閾値を超え、且つ、関連する項目として他の項目から
最もリンクされている（最大リンク数を有する）データ放送コンテンツの項目を、ニュー
ストピックに対応することとする。つまり、他の項目から最もリンクされている項目は、
事件等の事象に関して代表的な項目であるといえる。
【００８４】
　メタ情報付加手段１７は、第一マッチング手段１３及び第二マッチング手段１５から出
力されたデータ放送コンテンツの項目及びネットワークコンテンツの項目について記述さ
れているテキストデータからメタ情報を抽出し、デジタル放送の番組のニューストピック
に付加するもので、タイトル取得手段１７ａと、更新時刻取得手段１７ｂと、ジャンル分
け情報取得手段１７ｃと、関連項目情報取得手段１７ｄとを備えている。
【００８５】
　タイトル取得手段１７ａは、データ放送コンテンツの項目又はネットワークコンテンツ
の項目に付されているタイトルを取得するものである。このタイトル抽出手段１７ａでは
、データ放送コンテンツ及びネットワークコンテンツのフォーマットが予め決まっている
ため、このフォーマットに従った所定の箇所を抽出することで、タイトルを取得している
。
【００８６】
　更新時刻取得手段１７ｂは、データ放送コンテンツの項目又はネットワークコンテンツ
の項目に付されている更新時刻を取得するものである。更新時刻取得手段１７ｂは、タイ
トル抽出手段１７ａと同様にフォーマットに従った所定の箇所を抽出することで、更新時
刻を取得している。
【００８７】
　ジャンル分け情報取得手段１７ｃは、データ放送コンテンツの項目又はネットワークコ
ンテンツの項目が属するジャンル分け情報（以下、単にジャンルともいう）を取得するも
のである。
　関連項目情報取得手段１７ｄは、データ放送コンテンツの項目又はネットワークコンテ
ンツの項目に関連する関連項目に関する情報を取得するものである。
【００８８】
　なお、メタ情報付加手段１７は、これらタイトル、更新時刻、ジャンル分け情報、関連
項目情報以外に、データ放送コンテンツ又はネットワークコンテンツに含まれている特定
のデータ構造（ｐｄｆ等）で構成されている要約図や、項目中にリンクが設けられていた
り、所定の枠内に収まっていたりして、当該項目を要約して示している情報（要約情報）
を、メタ情報の１つとして取得する（詳細は後記する）。
【００８９】
　また、メタ情報付加手段１７には、この実施の形態では、図示を省略したが、ニュース
トピックに付加するメタ情報を蓄積するメタ情報蓄積手段を備えている。このメタ情報蓄
積手段は、ニューストピックとメタ情報とを対応付けて蓄積している。ただし、このメタ
情報蓄積手段は必須の構成ではなく、メタ情報付加手段１７のタイトル取得手段１７ａ、
更新時刻取得手段１７ｂ、ジャンル分け情報取得手段１７ｃ及び関連項目情報取得手段１
７ｄで取得したメタ情報を、デジタル放送番組蓄積手段９に出力して、ここで、ニュース
トピックとメタ情報とを対応付けて蓄積しておいてもよい。
【００９０】
　表示手段１９は、デジタル放送の番組、データ放送コンテンツ及びネットワークコンテ
ンツを表示すると共に、ニューストピックごとに付加したメタ情報を表示するものである
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。
【００９１】
　この表示手段１９に、メタ情報を表示する場合、タイトル取得手段１７ａで取得したタ
イトルをメタ情報の一つとして表示することができ、このタイトルに従って（例えば、タ
イトルのアイウエオ順や、同じタイトルの多い順に）ニューストピックの一覧表示をした
り、検索やソートをしたりすることができる。
【００９２】
　また、この表示手段１９に、メタ情報を表示する場合に、更新時刻取得手段１７ｂで取
得した更新時刻もメタ情報の一つとして表示することができ、この更新時刻の順にニュー
ストピックの一覧表示をしたり、更新時刻に従って検索やソートをしたりすることができ
る。これにより、デジタル放送番組蓄積手段９に蓄積したデジタル放送の番組のニュース
トピックについて、検索やソートを、データ放送コンテンツ又はネットワークコンテンツ
の項目から取得した更新時刻に従い時系列に沿って行えるようになり、管理することがで
きる。
【００９３】
　ちなみに、従来のデジタル放送の番組を蓄積した放送コンテンツデータベースでは、放
送された時刻による管理が行われていたが、番組の中で特に、ニュース番組については、
当該ニュース番組が放送される時刻と、実際にニュースの記事が書かれた時刻とは大きく
異なる場合が多い。つまり、少なくとも放送された時刻による管理よりは、データ放送コ
ンテンツ又はネットワークコンテンツの項目から取得された更新時刻による管理の方が、
実際に事象が起きた時刻に即したものといえる。
【００９４】
　また、放送された時刻による管理では、同じ番組内で放送された全くジャンルの異なる
ニューストピックがほぼ同じ時刻のものとして管理されることになる。すなわち、ニュー
ストピックのジャンルが異なるにも拘わらず、同じカテゴリに属したニューストピックと
して取り扱われことになる。
【００９５】
　しかし、このメタ情報付加装置１によって、ニューストピックに付加するメタ情報とし
て更新時刻は、データ放送コンテンツ又はネットワークコンテンツの項目から取得したも
のであるので、同じ番組内で放送されたニューストピックであっても、それぞれ異なった
ものとなり、より正確でニュースの発生時刻に近い時刻が付されることになる。これによ
り、例えば、ニューストピックにメタ情報として付加された更新時刻の間隔が密であれば
、事件等の事象が急速に推移していることが分かり、更新時刻と実際にニューストピック
が放送された時刻との間隔が短いほど、事件等の事象が目新しい（新鮮）であるといえ、
ニューストピックの高度な解析（例えば、間隔によって、ニューストピックの重要さを判
別する）に役立てることができる。
【００９６】
　制御信号取得手段２１は、ニューストピックを再生中に、視聴者が付属のリモコン等を
操作した場合に当該リモコンから出力される制御信号（図中、破線で示している）や、メ
タ情報付加装置１に備えられている操作盤（図示せず）を直接視聴者が操作した場合に当
該操作盤から送られる制御信号（図中、実線で示している）を取得するものである。
【００９７】
　リモコン等の操作とは、例えば、所定のボタン（具体的には、デジタル放送対応のテレ
ビに付属するリモコンの「ｄ」ボタンや色ボタン）を押下することである。また、制御信
号とは、再生中のニューストピックに関連するデータ放送コンテンツ又はネットワークコ
ンテンツの項目にアクセスすることを指示するものである。
【００９８】
　制御手段２３は、メタ情報付加装置１の制御を司るもので、制御信号取得手段２１から
出力された制御信号に従い、メタ情報付加手段１７の関連項目情報取得手段１７ｄで付加
された関連項目情報を読み出して、さらに、この関連項目情報に従って、データ放送コン
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テンツ蓄積手段１１に蓄積されているデータ放送コンテンツの項目を読み出す、又は、ネ
ットワークコンテンツ取得手段７を介して、ネットワークコンテンツの項目にアクセスし
、表示手段１９に表示させるものである。
【００９９】
　このメタ情報付加装置１によれば、デジタル放送の番組に対して、音声認識や画像認識
等の認識技術を用いずに、当該番組のニューストピックとデータ放送コンテンツ又はネッ
トワークコンテンツの項目とのマッチングを取ることで、計算コストを抑え、マッチング
して類似性の高い項目から当該ニューストピックに付加するメタ情報を取得して付加する
ことで、ニューストピックを誤り無く、細かく分類することができる。
【０１００】
（メタ情報付加装置の動作）
　次に、図３を参照して、メタ情報付加装置１の動作について説明する（適宜、図１参照
）。
　まず、メタ情報付加装置１は、データ放送コンテンツ受信手段５によって、データ放送
コンテンツを受信して、データ放送コンテンツ蓄積手段１１に蓄積する（ステップＳ１）
。続いて、メタ情報付加装置１は、デジタル放送番組受信手段３によって、デジタル放送
の番組を受信し、第一マッチング手段１３及び第二マッチング手段１５に出力する（ステ
ップＳ２）。なお、デジタル放送の番組を受信して、一旦、デジタル放送番組蓄積手段９
に蓄積した後、このデジタル放送番組蓄積手段９から出力してもよい。
【０１０１】
　また、メタ情報付加装置１は、ネットワークコンテンツ取得手段７によって、ネットワ
ークコンテンツを取得する（ステップＳ３）。そして、メタ情報付加装置１は、第一マッ
チング手段１３によって、デジタル放送の番組とデータ放送コンテンツの項目とのマッチ
ングを取る、又は、第二マッチング手段１５によって、デジタル放送の番組とネットワー
クコンテンツの項目とのマッチングを取る（ステップＳ４）
【０１０２】
　そして、メタ情報付加装置１は、第一マッチング手段１３又は第二マッチング手段１５
によって、マッチングした結果、類似性のある項目からタイトル、更新時刻、ジャンル分
け情報、関連項目情報を取得し、対応するニューストピックに、これらをメタ情報として
付加する（ステップＳ５）。
【０１０３】
（データ放送コンテンツ、ネットワークコンテンツの具体例、メタ情報取得について）
　次に、図４から図７を参照して、データ放送コンテンツ、ネットワークコンテンツの具
体例と、マッチングについて説明する（適宜、図１参照）。
　図４に、（ａ）デジタル放送の番組のニューストピックの一画面と、（ｂ）データ放送
コンテンツと、（ｃ）ネットワークコンテンツとの例を示している。
【０１０４】
　（ａ）のニューストピック一画面の字幕にあるように、「がけから救出された猫の飼い
主になった○○○○さん」とあり、このニューストピックが、がけに取り残された猫が救
出された事件の後日談であることが推測できる。
【０１０５】
　そして、この字幕のテキストと、データ放送コンテンツの本文又はネットワークコンテ
ンツの本文とがマッチングされ、（ａ）のトピックと、（ｂ）のデータ放送コンテンツ「
救出された猫に飼い主」及び（ｃ）のネットワークコンテンツ「救出された猫に飼い主　
○○の女性」とが一致するとみなされる。
【０１０６】
　図５は、図４（ｂ）に示したデータ放送コンテンツを別途示している。図５に示すよう
に、メタ情報付加手段１７は、データ放送コンテンツから更新時刻「１４：５７更新」及
びタイトル「救出された猫に飼い主」を取得していると共に、所定の枠内に収まっている
要約情報も取得している。
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【０１０７】
　図６（ａ）は、図４（ｃ）に示したネットワークコンテンツを別途示している。図６に
示すように、メタ情報付加手段１７は、ネットワークコンテンツからジャンル「社会」、
タイトル「救出された猫に飼い主　○○の女性」、更新時刻「２００７年０１月２８日２
２時０６分」を取得していると共に、項目中にリンクが設けられている要約情報も取得し
ている。図６（ｂ）は項目中に設けられたリンク「もっと詳しく」が選択された場合の、
ネットワークコンテンツの状態を示している。
【０１０８】
　図７は、図４（ｃ）に示したネットワークコンテンツを別途拡張して示している。図７
に示すように、メタ情報付加手段１７では、要約図を取得していると共に、関連項目情報
も取得している。
【０１０９】
（ニューストピックについて表示した場合の例）
　次に、図８から図１１を参照して、表示手段１９によって、ニューストピックについて
表示した場合の例を説明する。
　図８は、デジタル放送番組蓄積手段９に蓄積した番組について、メタ情報付加手段１７
によって、メタ情報を付加した結果、ジャンル別と番組別とに分類した結果の例を示すも
のである。この図８に示すように、今日のニュースをジャンル別に分類すると、ジャンル
「政治」の中にトピック１、トピック２、トピック３の３個のニューストピックが含まれ
ており、ジャンル「経済」の中にトピック４の１個のニューストピックが含まれており、
ジャンル「スポーツ」の中にトピック５の１個のニューストピックが含まれている。
【０１１０】
　そして、視聴者は、メタ情報付加装置１に付属のリモコンや、マウス等の操作手段を用
いて所定の操作を行うことで、各ニューストピックのプロパティを表示手段１９に表示さ
せることができる。さらに、ニューストピックにメタ情報として付加されている放送日（
更新時刻）、要約文（要約情報）を表示させ、これらを選択することで、ニューストピッ
クを個別に再生することができる。
【０１１１】
　図９は、ニューストピックを検索する場合について示した図である。視聴者は、放送日
時、ジャンル、キーワードを、メタ情報付加装置１に付属のリモコンやマウス等の操作手
段を用いて入力することで、各ニューストピックのプロパティを表示手段１９に表示させ
ることができる。さらに、ニューストピックにメタ情報として付加されている放送日（更
新時刻）、要約文（要約情報）を表示させ、これらを選択することで、ニューストピック
を個別に再生することができる。
【０１１２】
　図１０は、デジタル放送の番組を視聴中に、データ放送コンテンツやネットワークコン
テンツに移り変わる場合を示したものである。視聴者は、図１０（ａ）に示したデジタル
放送の番組のニューストピックを視聴中に、メタ情報付加装置１に付属のリモコンを用い
て所定の操作を行うこと（特定のボタンを押下）で、図１０（ｂ）に示したデータ放送コ
ンテンツを表示させ、さらに、図１０（ｃ）に示したネットワークコンテンツを表示させ
ることができる。
【０１１３】
　図１１は、デジタル放送の番組を視聴中に、関連するニューストピックの一覧を表示さ
せた場合を示したものである。視聴者は、デジタル放送の番組のニューストピックを視聴
中に、メタ情報付加装置１に付属のリモコンを用いて所定の操作を行うこと（特定のボタ
ンを押下）で、関連トピック一覧を表示させることができる。
【０１１４】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は前記実施形態には限定されない
。例えば、本実施形態では、メタ情報付加装置１として説明したが、当該装置１の各構成
の処理を、コンピュータで実行可能に記述したメタ情報付加プログラムとして捉えること
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【図面の簡単な説明】
【０１１５】
【図１】本発明の実施形態に係るメタ情報付加装置のブロック図である。
【図２】図１に示したメタ情報付加装置におけるメタ情報の取得ついて示した図である。
【図３】図１に示したメタ情報付加装置の動作を示したフローチャートである。
【図４】ニューストピック、データ放送コンテンツ、ネットワークコンテンツの具体例を
示した図である。
【図５】データ放送コンテンツの具体例と、メタ情報付加手段によって取得する項目につ
いて示した図である。
【図６】ネットワークコンテンツの具体例と、メタ情報付加手段によって取得する項目に
ついて示した図である。
【図７】ネットワークコンテンツの具体例と、メタ情報付加手段によって取得する項目に
ついて示した図である。
【図８】デジタル放送番組蓄積手段に蓄積した番組について、メタ情報付加手段によって
、メタ情報を付加した結果、ジャンル別と番組別とに分類した結果の例を示した図である
。
【図９】ニューストピックを検索する場合について示した図である。
【図１０】デジタル放送の番組を視聴中に、データ放送コンテンツやネットワークコンテ
ンツに移り変わる場合を示した図である。
【図１１】デジタル放送の番組を視聴中に、関連するニューストピックの一覧を表示させ
た場合を示した図である。
【図１２】従来のニューストピックを分類について示した図である。
【符号の説明】
【０１１６】
　１　　　メタ情報付加装置
　３　　　デジタル放送番組受信手段
　５　　　データ放送コンテンツ受信手段
　７　　　ネットワークコンテンツ取得手段
　９　　　デジタル放送番組蓄積手段
　１１　　データ放送コンテンツ蓄積手段
　１３　　第一マッチング手段
　１５　　第二マッチング手段
　１７　　メタ情報付加手段
　１９　　表示手段
　２１　　制御信号取得手段
　２３　　制御手段
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